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会 報

第80号

桜がきれいだったよ !

あやめ壱番館　おやつ作り ! あやめ弐番館　ゴミ拾い頑張ったよ !

春の健康診断 ひな祭りのおいしいちらし寿司 !
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日
中
活
動
の
取
り
組
み

日中活動の取り組み

　
　
　
　
　
副
施
設
長
　
大
澤
ま
さ
江

　
今
年
も
梅
雨
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
職
員
も
近
年
入
所
さ
れ
た
方
も
皆

さ
ん
早
苗
の
成
長
を
見
な
が
ら
、
元
気

に
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
九
州
で
は
福
祉
施
設
も
被
害
が
あ
り

心
ば
か
り
で
す
が
施
設
と
各
所
・
被
災

職
員
実
家
に
お
見
舞
い
を
お
送
り
し
ま

し
た
。

　
地
域
の
皆
様
・
保
護
者
の
皆
様
に
は

常
日
頃
ご
協
力
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
て

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
日
の

協
力
会
総
会
開
催
時
に
は
励
ま
し
の
お

言
葉
を
頂
き
、
職
員
一
同
益
々
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
法
人
基
本
運
営
方
針

の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
社
会
福
祉
法
人

の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
二
十
八
年
度
、

二
十
九
年
度
に
大
き
な
変
革
が
行
わ
れ

ま
す
。
又
、
障
害
者
総
合
支
援
法
施
行

三
年
後
の
見
直
し
で
、
新
た
な
地
域
生

活
の
展
開
・
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
き
め
細

か
な
対
応
・
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
持

続
性
が
国
会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
虐

待
防
止
法
・
差
別
解
消
法
と
進
歩
あ
り

支
援
者
と
し
て
さ
ら
に
考
え
な
が
ら
向

上
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　『
地
域
管
理
者
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
』

　
今
年
度
よ
り
地
域
管
理
者
が
大
澤
か

ら
柿
沼
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
一
言

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
後
任

と
し
て
、
地
域
管
理
者
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
柿
沼
隆
史
と
申
し
ま
す
。

　
前
管
理
者
の
想
い
を
引
き
継
ぎ
「
一

燈
照
隅
」
の
所
存
で
誠
心
誠
意
職
責
を

は
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
何
卒
従
来
に
も
増
し
て
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

 
新
年
度
を
迎
え
て

施
設
生
活
支
援
課
　
主
任
　
小
松
智
之

　
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
日
中
活
動
の

時
間
設
定
や
内
容
を
一
新
し
、
ご
利
用

者
が
意
欲
的
に
活
躍
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
廃

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
再
資
源
化
に
取
り

組
む
「
株
式
会
社
エ
コ
バ
ン
ク
」
様
と
、

新
規
取
引
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ご
利
用
者
は
、
廃
プ
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
の
選
別
作
業
を
通
じ
て
「
循

環
型
社
会
」
へ
繋
が
る
、
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
に
出
会
い
、
張
り
切
っ
て
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
作
業

を
通
じ
て
ご
利
用
者
一
人
一
人
の
個
性

を
伸
ば
し
、
集
中
力
や
持
続
性
を
高
め
、

作
業
を
す
る
こ
と
の
喜
び
・
楽
し
さ
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
常
に
心
が
け
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

平成 27 年度　　決算書

科　　目 当年度末 科　　目 当年度末

流動資産 163,300,968 流動負債 9,105,450

固定資産 332,964,368 固定負債 18,382,304

　　基本財産 140,672,192 負債の部合計 27,487,754

  　その他の固定資産 192,292,176

基本金 119,249,836

次期繰越活動収支差額 196,124,290

純資産の部合計 468,777,582

資産の部 負債の部

貸借対照表

平成28年3月31日現在

純資産の部

資産の部合計 496,265,336
負債及び

純資産の部合計
496,265,336

　　　当期資金収支差額合計

　　　前期末支払資金残高

（自）平成27年4月1日　　（至）平成28年3月31日

資金収支計算書

勘定科目 決　　　算

事業活動収入計 364,668,844

事業活動支出計 324,954,138

　　事業活動資金収支差額 39,714,706

施設整備等収入計 0

施設整備等支出計 896,832

施設整備等資金収支差額 -896,832

その他の活動収入計 0

その他の活動支出計 22,153,175

　その他の活動資金収支差額 -22,153,175

16,664,699

138,278,611

　　　当期末支払資金残高 154,943,310

　　　当期活動増減差額

　　前期繰越活動増減差額

　　当期末繰越活動増減差額

勘定科目 決　　　算

事業活動計算書

（自）平成27年4月1日　　（至）平成28年3月31日

　　ｻｰﾋﾞｽ活動外増減差額 3,700,691

ｻｰﾋﾞｽ活動収益計 358,268,384

ｻｰﾋﾞｽ活動費用計 337,831,074

ｻｰﾋﾞｽ活動増減差額 20,437,310

ｻｰﾋﾞｽ活動外収益計 6,400,460

ｻｰﾋﾞｽ活動外費用計 2,699,769

　　経常増減差額 24,138,001

24,138,001

192,000,524

216,138,525

　　その他の積立金積立額 -20,014,235

次期繰越活動増減差額 196,124,090
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彩
の
国
あ
ん
し
ん
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
に
つ
い
て

～ 新 職 員 紹 介 ～ （ 抱 負 ）
●
施
設
支
援
課日

俣
　
春
乃

笑
顔
で
楽
し
ん
で
仕

事
に
と
り
く
む
事
で

す
。

佐
藤
　
匠
悟

常
に
利
用
者
様
と
共

に
歩
む
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
。

山
﨑  

勇

元
気
で
明
る
く
ニ
コ

ニ
コ
支
援
活
動
を
行

い
ま
す
。

尾
賀
　
重
文

利
用
者
の
立
場
で
、

育
て
る
、
思
い
や
り

の
気
持
ち
で
。

●
地
域
支
援
課大

久
保
　
昭
子

利
用
者
さ
ん
と
楽
し

く
頑
張
り
ま
す
。

新任職員研修の様子会社説明会の様子

　
　
　
　
　
担
当
相
談
員
　
濱
村
絢
子

　
昨
今
、
民
間
企
業
の
社
会
福
祉
参
入

を
受
け
、
社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
が

注
目
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
孤
独
死
・
孤
立
死
・

自
殺
・
児
童
虐
待
・
高
齢
者
虐
待
・
若

年
者
の
失
業
な
ど
の
福
祉
課
題
は
、
一

層
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
お
り
、
従
来

の
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
制
度
の
峡

間
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
活
保
護
受
給
者
は
二
百
十
五
万
人
に

達
し
て
お
り
、
生
活
困
窮
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
彩
の
国
あ
ん
し
ん
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
事
業
は
、
制
度
の
狭
間
の
問
題
や
生

活
困
窮
等
の
新
た
な
福
祉
課
題
に
対
し

て
、
社
会
福
祉
法
人
が
柔
軟
に
対
応
し
、

地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
を

担
う
も
の
で
す
。
大
阪
府
、
神
奈
川
県

に
続
い
て
埼
玉
県
の
社
会
福
祉
法
人
が

全
国
で
三
番
目
に
こ
う
し
た
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
、
社
会
福
祉
法
人

　
平
野
の
里
は
、
そ
の
開
始
と
と
も
に

平
成
二
十
六
年
九
月
よ
り
、
こ
の
事
業

に
参
加
し
、
埼
玉
県
内
第
四
ブ
ロ
ッ
ク

の
一
員
と
し
て
、
生
活
に
困
っ
て
い
る

人
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
、
訪
問
・
相
談

を
通
じ
て
、
必
要
な
制
度
に
つ
な
ぐ
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
野
の
里
で
は
、
平
成
二
十
八
年
四

月
の
時
点
で
、
計
四
件
の
相
談
を
受
け

付
け
、
支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。
社
会

福
祉
法
人
と
し
て
、
一
人
の
人
間
と
し

て
、
目
の
前
で
困
っ
て
い
る
方
を
第
一

に
考
え
て
支
援
を
す
る
こ
と
は
、
福
祉

の
在
る
べ
き
姿
で
す
。『
制
度
だ
け
で

は
な
い
、
人
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ

る
』
支
援
に
入
る
機
会
が
増
え
る
と
と

も
に
、
社
会
福
祉
の
原
点
を
感
じ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
誰
も
が
、
な
る
べ
く
な
ら
他
人
の
世

話
に
な
ら
ず
に
生
活
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
ど
う

に
も
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
頼
み

の
綱
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
お

い
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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あやめ壱番館にて防災訓練実施しました!

彩の国ロードサポート実施中!

5月15日　協力会総会

　
温
か
い
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
※
一
般
会
員
　
順
不
同
　
敬
称
略

〈
平
成
平
成
二
十
八
年
一
月
十
一
日
～

平
成
二
十
八
年
五
月
十
八
日
〉　
　
　  

島
田
正
徳	

大
澤
ま
さ
江

道
下
洋
子	

村
上
　
達

鵜
殿
大
佐
久

森
永
牛
乳
　
草
野
恭
平

倉
持
一
雄	

高
橋
　
均

　
　
　
　
　
　
　
※
順
不
同
敬
称
略

栗
原
仁
良	

葛
西
武
次

大
竹
敏
夫

倉
繁
ふ
と
ん
店	

川
口
短
期
大
学

埼
玉
保
育
教
育
学
院

帝
京
平
成
大
学

杉
田
八
十
男	

道
下
洋
子

金
沢
堯
子	

高
澤
　
勉

鵜
殿
大
佐
久	

島
田
正
徳

渡
辺
一
利	

鈴
木
六
平
　

渡
辺
辰
夫	

槇
島
愛
子

杉
原
良
善	

千
葉
　
操

小
林
　
実	

宮
垣
朱
紀

内
田
保
子	

小
川
晶
雄

清
水
　
亨	

秋
葉
喜
美
子

東
　
尚
男	

福
島
健
太

小
原
求
美

社
会
福
祉
法
人
　
彩
明
会
　
　

※
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
許
し
下
さ
い
。

協
力
会
・
寄
付
金

頂
　
き
　
物


